
食中毒に注意を ○調理前にはきちんと手を洗いましょう　○調理後は早めに食べましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e区衛生課（☎851－6609q822－5733）
○まな板、包丁、ふきんなどはよく洗い、清潔にしましょう

No.139015

▲ ▲ 2008年（平成20年）７月15日 （西区版特集）
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　  家具の転倒や落下の防止 　 
　地震の際には、タンスや食
器棚など大きな家具が思わぬ
方向へ倒れ一転して凶器とな
ったり、避難路をふさぐこと
があります。次の点に注意し
て、家具の転倒や落下を防ぎ
安全を確保しましょう。
○出入口や通路に、倒れやす
いものを置かない。

○重いものは下に、軽いものは上に収納する。
○転倒防止器具（Ｌ字金具や支え棒など）や落下防止
器具（チェーンなど）を活用し固定する。
○家具の下に転倒防止板を挟む。
○開放防止金具で引き出しや扉が開か
ないようにする。
○家具類のガラスの外側に飛散防止フ
ィルムを張る。
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　  避難所や避難経路の確認 　 
　災害発生時に家族が一緒にいるとは限りません。
あらかじめ連絡方法や集合場所（避難所）を決めてお
き、自宅から避難所まで
実際に歩いて、安全な複
数の避難経路を確認して
おきましょう。区内の避
難所や、河川水路危険想
定箇所などを掲載した
「防災マップ」＝写真＝を
区総務課で配布していま
す。問合せは同課（☎８９５崖
７００３ $q$ ８８２崖２１３７）へ。

　  非常持出袋の準備 　 
　避難するとき慌てないよう、必要最低限のものを
非常持出袋などに入れ、準備しておきましょう。
★一次持出品（避難のときに持ち出すもの）
貴重品：現金、預金通帳、印鑑、権利証書など
非常食品：カンパン、缶詰、ミネラルウオーターなど
照明器具：懐中電灯（できれば一人

にひとつ。予備電池も忘
れずに）

救急医薬品：ばんそうこう、傷薬、包
帯、常備薬など

情報収集用品：携帯ラジオ（予備電池は多めに）
その他：下着、上着、タオル、紙おむつ、生理用品など
★二次持出品(避難後、災害復旧までの生活物資：最
低3日分）
食　品：米、缶詰、レトルト食品、菓子類など
飲料水：水（一人１日3㍑を目安）ペットボトルや缶

入りのミネラルウオーターなど
燃　料：卓上コンロ、ガスボンベ、固形燃料など
その他：毛布、ドライシャンプー、各種アウトドア用

品など

○避難する前に、もう一度火の元を確かめる。
○玄関に行き先を書いたメモを残す。
○避難は徒歩で。
○長袖、長ズボンなどを着用し、ヘルメットな
どで頭を保護する。

○子どもや高齢者はしっかり手を
握り誘導する。

○狭い道、塀ぎわ、川べりなどには
近づかない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○周囲がすでに水深が５０㎝以上あるようなら
高所で救援を待つ。

○はだしや長靴は危険。ひもで締め
られる運動靴を履く。

○長い棒をつえ代わりにして水面の
下を確認しながら歩く。

○はぐれないようにお互いの体をロープで結
んで避難する。特に子どもからは目を離さ
ないように。

○高齢者や病人などは背
負う。幼児は浮き袋、乳
児はベビーバスを利用
して安全を確保する。
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同
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行
さ
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防災メールへ登録
●福岡市防災・危機管理情報ホームページ
（パソコンからhttp://bousai.city.fukuoka.l 
g.jp/　携帯電話からhttp://bousai.city.fuku 
oka.lg.jp/i/へアクセス）
　気象に関する注意報や警報、災害対応の基礎
となる防災知識のほか、雨量や河川水位情報な
どを提供しています。また、「防災メール」に登録
（無料）すると大雨、洪水、暴風警報や基準値を超
える場合の雨量、危険水位を超えたときの河川
水位、避難勧告などの緊急情報、震度3以上の地
震情報や津波注意報・警報などが受信できます。

　  建物の耐震性能を確認 　 
　警固断層帯南東部で地震が発生したら、平成１７
年に発生した福岡県西方沖地震の時よりもはるか
に多くの建物が倒壊し、多くの犠牲者が出ると予
想されています。被害を防ぐには建物の耐震対策

が有効な方法の一つで
す。市は、この地震が発
生した場合、各地域の
揺れがどの程度予想さ
れるかを表した「揺れ
やすさマップ」＝写真
＝を区市民相談室など
で配布しています。建
物の耐震性能を確認し
ましょう。問合せは市
住宅都市局住宅政策部
耐震・安全推進課（☎７１１
崖４５８０ $q$ ７３３崖５５８９）へ。 
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避難時のポイント

城原公民館
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　今年5月に中国・四川大地震、6月には岩手・
宮城内陸地震など国内外で大規模地震が相次い
でいます。「いつ」「どこで」起こるか分からな
い自然災害の被害を最小限にするには、日ごろ
から一人ひとりが防災に関心を持ち、対策を進
めていくことが大切です。自分や家族、自分の
住む地域を守るために、災害への備えを再確認
しましょう。

的を狙って消火


